
図表・左：TEAM GOGYOFUKU メンバー全員でスパイラル
アップを目指す。協力企業、得意先、顧客も、このスパイラル
の一部と考えている。
写真・上：「いかなごのくぎ煮」。イベント募集の告知も兼ねて、「い
かなごのくぎ煮文学賞」のラベル付商品を２月頃から発売する。
この「文学賞」は昨年、１回目にして1,031作品の応募があった。

「珍味を極める＝珍極」と
「おもしろい」売り場づくり

毎日150文字の情報共有によっ
て会社を発展

　株式会社伍魚福（ごぎょふく）は、
創業から一貫して「伍魚福の商品は高
くてもおいしい」というブランドイメー
ジを築き上げてきた。経営理念は「す
ばらしく美味しいものを造り、お客
様に喜ばれる商いをする」、「仕事を
通じてお互いに共感を持たれる商い
をする」、「仕事を通じて人格の向上
に喜びを感じるようにする」という３

つを掲げている。能力開発のスロー
ガンは「珍味を極める」。略して「珍
極」は、そろいのジャンパーや営業車
にも印字されている。「はじめは言い
難くて戸惑いましたが、いまでは愛
着のある言葉です」と、従業員は話
す。
素材を極め、加工を極め、安心と安
全、そしてデザインを極め、「おもし
ろい」商品をつくる。さらに売り場で
の品揃えを極め、お酒と一緒に売る
ことを極め、顧客に価値を伝える工
夫を極め「おもしろい」売り場をつく
る。同社では、スローガン「珍極」を

通して一人ひとりの顧客に喜んでもら
うべく、実行力ある人づくりに力を入
れている。代表取締役社長の山中
勧氏は「『おもしろい』を実行できる人
を育成する仕組みを極めること。そ
れが私自身にとっての『珍極』だ」と語
る。
　同 社には、理 念 経 営を従 業
員で共 有 するために、「TEAM 
GOGYOFUKU提報」がある。従業員
が現場で気付いたことを、毎日150 文
字以内で社長に提出するものだ。パソ
コンで打ち込む形式で、社長は必ずコ
メントを返す。その際、従業員が提出

した「気づき」に関係のある部署に
は、提報を送信して共有。社内全体
の改善につなげている。「最初は毎日
書くのが大変だったが、日々の業務
や外出先での出来事の中から、書く
ためのテーマを探す癖がついた」と、
従業員は語る。いまでは、ほかの従
業員の提報を読む人もいる。
　このほかにも、「ヒット商品提案制
度」や「プレゼン大会」という従業員の
経営参画の機会をつくっている。こ
れは、社内で部署間を越えたチーム
を作り、過去の商品開発案から、ぜ
ひこれを売りたいという一押し商品を
プレゼンするという取り組みだ。商品
内容、プレゼン内容を踏まえ、投票
により、復活案が決まる。このよう
な取り組みを通して、今後も会社をよ
くする提案や改善を従業員全員で続
けていく。

顧客との接点をつくる
イベント活動

　同社では、売り場を極めるために
「コトPOP」の研究を行なっている。
これは顧客に「商品を買う理由」を伝
えるツールである。社内に「伍魚福コ
トPOP研究所」を設立する熱の入れ
ようだ。顧客にとって、「価格」は商
品購入を判断する重要な要素の一つ
ではあるが、「価格を安くしなければ
商品が売れないというのは自分たち
の思い込みではないか」と考え、「価
格以外の買う理由」を伝え始めたので
ある。「コトPOP」のサイズは売り場に
よってさまざまだが、顧客が思わず足
を止めるようなキャッチコピーを心掛
けている。ターゲットとなる顧客に合
わせて、文字の雰囲気も変える。売
り場での実践のほか、近年では卸し

先の顧客をはじめ一般企業向けにも
コトPOP セミナーを開催し、好評を
得ている。
　神戸の春の風物詩「いかなごのくぎ
煮」コンテストは、開催して 10 年に
なる。一般からオリジナルレシピを募
り、伍魚福賞は数量限定で商品化。
JR 新神戸駅などで開催する「くぎ煮
フェア」で試食販売を実施してきた。
2012 年度にはくぎ煮についての思い
を募集するというユニークな賞「いか
なごくぎ煮文学賞」を創設。１回目に
して1,031 通もの応募があった。
　これからも伍魚福は、珍極をスロー
ガンに「神戸で一番おもしろい会社」
を目指していく。

写真【１】：おそろいの「伍魚福ジャンパー」。略して「ゴギョジャ
ン」。「珍味を極める」＝「珍極」というスローガンに愛着を持っ
て働いている。
写真【２】：売り場では、すべての商品ではなく一部の商品に
コトPOP をつけることで、顧客の関心を引く。人気商品の
間に売りたい商品を置くなど、売り場の研究もしている。
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・事業内容：高級珍味製造卸 
・従業員数：正規42名、パート・アルバイトなど8名
・ホームページ：http://www.gogyofuku.co.jp/

・法人名：株式会社伍魚福
・代表者：山中 勧 代表取締役社長
・所在地：兵庫県神戸市長田区野田町8-5-14
・設立年月：1955年4月設立

お も て な し 経 営 の ポ イ ン ト

顧客に買う理由を伝えるための「伍魚福コトPOP研究所」
従業員発の150 文字の情報発信から始まる提案と業務改善
神戸名物・春の風物詩：地域でつくる「いかなごのくぎ煮」ブランド
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バネ写真は「東海バネ工業株式会社」
WEBサイトから引用
（2012 年 9月 24日制定、10月10 日スパイラルアップ図修正）

エンターテイニング（entertaining）
[ 形 ]〈人・映画・話などが〉（人を）楽しま
せてくれる、おもしろい、楽しい、愉快な。
━[名 ][U] もてなし、接待。

スパイラル（spiral）
[ 名 ] らせん（の一巻き）；数学渦巻き線。
経済 (学 ) スパイラル、
連鎖的変動；（物価・価格の）急上昇 [降下 ]

伍魚福「エンターテイニング」スパイラル
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